
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２２年９月３０日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０門第８９号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２１年１２月２５日 ２０時４０分ごろ 

発生場所 山口県防府市三田尻中関港 三田尻中関港三田尻第五号灯浮標から真方位

３４８°６３０ｍ付近 

（概位 北緯３４°０２.２′ 東経１３１°３５.４′） 

事故等調査の経過  平成２２年６月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務所）

を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 押船  第五三
さん

徳
とく

丸、１３６トン 

   １３５４７２、丸阿産業株式会社 

Ｂ バージ  第六三
さん

徳
とく

丸、約２,７８６トン 

   なし、丸阿産業株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ  船長Ａ、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷側シューピースの脱落、左舷側シューピースにき
．
裂 

 事故等の経過 

 

 Ａ船は、船長Ａほか７人が乗り組み、海砂約３,５００㎥を積んだＢ船を

押し、船首約５ｍ、船尾約５ｍの喫水で、三田尻中関港築地３号岸壁に着

岸作業中、平成２１年１２月２５日２０時４０分ごろ、同３号岸壁付近の

浅所に乗り揚げた。 

 その後、自力で目的の岸壁に着岸し、揚荷完了後に通常の航海についた。

 気象・海象  

 

気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 １ 

海象：静穏 潮汐：ほぼ低潮時 

 その他の事項 Ａ船は、着岸作業中に異常振動が発生して前に進まなくなったが、少し

してまた動き出した。 

徳山海上保安部三田尻中関分室によれば、築地岸壁付近の海図水深は５

ｍ７０cm～５ｍ８０cmで変更されていない。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、Ｂ船を押して三田尻中関港築地３号岸壁

に着岸する際、船長Ａが、いつも着岸していた岸壁

付近に浅所があることを知らず、約５ｍの喫水で、

低潮時に接近したことから、砂が堆積した浅所に乗

り揚げた可能性があると考えられる。  

３号岸壁付近の水深は、揚げられた海砂がこぼれ

て堆積し、浅くなっていた可能性があると考えられ

る。 

Ａ船の船尾喫水が、約５ｍよりも深くなっていた

可能性があると考えられる。 



原因  本事故は、Ａ船が、Ｂ船を押して三田尻中関港築地３号岸壁に着岸する

際、船長Ａが同３号岸壁付近に砂の堆積した浅所があることを知らずに接

近したため、同浅所に乗り揚げたことにより発生した可能性があると考え

られる。 

 

 




